
JP 7036736 B2 2022.3.15

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7036736号

(P7036736)
(24)登録日　令和4年3月7日(2022.3.7)(45)発行日　令和4年3月15日(2022.3.15)

(54)【発明の名称】　チャック

(51)国際特許分類
　   Ｂ２３Ｂ 31/00 (2006.01)
　   Ｂ２３Ｑ 11/00 (2006.01)
　   Ｂ２３Ｂ 31/167 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ２３Ｂ 31/00 　　　Ｂ 　　　
　Ｂ２３Ｑ 11/00 　　　Ｎ 　　　
　Ｂ２３Ｂ 31/167 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2018-551703(P2018-551703)
(86)(22)出願日　 平成29年11月17日(2017.11.17)
(86)国際出願番号　 PCT/JP2017/041467
(87)国際公開番号　 WO2018/092879
(87)国際公開日　 平成30年5月24日(2018.5.24)

審査請求日　 令和2年11月12日(2020.11.12)
(31)優先権主張番号　特願2016-223707(P2016-223707)
(32)優先日　 平成28年11月17日(2016.11.17)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

日本国(JP)

(73)特許権者　 000154901
株式会社北川鉄工所
広島県府中市元町７７番地の１

(74)代理人　 110001139
ＳＫ特許業務法人

(74)代理人　 100130328
弁理士　奥野  彰彦

(74)代理人　 100130672
弁理士　伊藤  寛之

(72)発明者　 河北  祐輝
広島県府中市元町７７番地の１  株式会 
社北川鉄工所内

審査官　 亀田  貴志

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
チ ャ ッ ク で あ っ て 、 径 方 向 に ス ラ イ ド し て ワ ー ク を 支 持 す る 複 数 の ジ ョ ー を 正 面 に 有 し 、
チ ャ ッ ク 本 体 と 、 セ ン タ ー カ バ ー と 、 ダ ス ト カ バ ー と を 備 え 、
前 記 チ ャ ッ ク 本 体 は 、 正 面 に お い て 複 数 の ス ラ イ ド 溝 を 備 え 、
前 記 ス ラ イ ド 溝 は 、 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 の 中 央 部 か ら 径 方 向 外 側 に 延 び 、 こ れ に よ り 前 記 ジ  
ョ ー の 各 々 が ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 し 、
前 記 セ ン タ ー カ バ ー は 、 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 の 正 面 中 央 部 を 覆 う よ う に 、 当 該 チ ャ ッ ク 本 体  
に 取 り 付 け ら れ 、
前 記 ダ ス ト カ バ ー は 、 前 記 ス ラ イ ド 溝 を 覆 う よ う に 前 記 ジ ョ ー の 各 々 の 中 央 側 の 端 部 に 取  
り 付 け ら れ て 、 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 の 正 面 に 沿 っ て ス ラ イ ド す る よ う に 構 成 さ れ 、
前 記 ジ ョ ー の 各 々 が ワ ー ク を 支 持 す る 支 持 位 置 に お い て 、 前 記 ダ ス ト カ バ ー の 突 端 部 が 、  
前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 周 縁 部 の 裏 側 に 入 り 込 む よ う に 構 成 さ れ 、
  前 記 ダ ス ト カ バ ー は 、 傾 斜 部 を 備 え 、
    前 記 傾 斜 部 は 、 前 記 ダ ス ト カ バ ー の 突 端 部 に お い て 、 前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 周 縁 部 の 裏  
側 に 入 り 込 む 方 向 に 向 か う に 従 っ て 表 面 が 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 に 近 づ く よ う に 設 け ら れ 、
  前 記 セ ン タ ー カ バ ー は 、 逆 傾 斜 面 を 備 え 、
    前 記 逆 傾 斜 面 は 、 前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 周 縁 部 の 裏 側 に お い て 、 周 縁 に 向 か う に 従 っ て  
前 記 チ ャ ッ ク 本 体 か ら 離 れ る よ う に 設 け ら れ て い る 、
チ ャ ッ ク 。

請求項の数　7　（全13頁）
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【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の チ ャ ッ ク に お い て 、
前 記 ジ ョ ー の 各 々 が ス ラ イ ド し て 変 位 す る 全 位 置 に お い て 、 前 記 ダ ス ト カ バ ー の 突 端 部 が  
、 前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 周 縁 部 の 裏 側 に 入 り 込 む よ う に 構 成 さ れ る 、
チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の チ ャ ッ ク に お い て 、
前 記 チ ャ ッ ク 本 体 が 、 流 体 供 給 通 路 と 、 噴 出 通 路 と を 更 に 備 え 、
前 記 流 体 供 給 通 路 は 、 前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 中 心 に 流 体 を 供 給 し 、
前 記 噴 出 通 路 は 、 前 記 流 体 供 給 通 路 に 連 通 し て 前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 周 縁 部 の 裏 側 に 開 口  
し 、
前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 周 縁 部 の 裏 側 か ら 外 方 に 向 か っ て 流 体 を 噴 出 可 能 に 構 成 さ れ る 、
チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の チ ャ ッ ク に お い て 、
前 記 傾 斜 部 の 表 面 と 前 記 逆 傾 斜 面 と の 間 の 隙 間 を 通 じ て 流 体 が 噴 出 可 能 に 構 成 さ れ る 、
チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の チ ャ ッ ク に お い て 、
前 記 噴 出 通 路 は 、 少 な く と も １ つ の 導 出 通 路 を 有 し 、
前 記 導 出 通 路 は 、 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 の 中 央 部 で 前 記 流 体 供 給 通 路 に 連 通 し て 前 記 ジ ョ ー に  
向 か っ て 径 方 向 外 側 に 延 び 、
前 記 チ ャ ッ ク を 正 面 か ら 見 た と き に 、 前 記 導 出 通 路 が 、 前 記 ジ ョ ー の 中 心 線 に 対 し 、 前 記  
チ ャ ッ ク の 回 転 方 向 の 前 方 に 所 定 の 角 度 傾 い て 延 び て い る 、
チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の チ ャ ッ ク に お い て 、
前 記 ダ ス ト カ バ ー の 突 端 部 が 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 の 正 面 に 押 し 付 け ら れ て い る 、
チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の チ ャ ッ ク に お い て 、
前 記 ダ ス ト カ バ ー が 、 張 出 部 を 有 し 、
前 記 張 出 部 は 、
前 記 ジ ョ ー の 中 央 側 の 端 部 か ら 側 方 に 張 り 出 し 、
そ の 表 面 が 、 前 記 チ ャ ッ ク の 回 転 方 向 の 前 方 ま た は 後 方 に 位 置 し 且 つ 傾 斜 面 を 備 え 、
前 記 傾 斜 面 は 、 前 記 側 方 に 向 か う に 従 っ て 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 に 近 づ く よ う に 構 成 さ れ る 、
チ ャ ッ ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 加 工 す る ワ ー ク を 支 持 す る た め に 工 作 機 械 に 用 い ら れ て い る チ ャ ッ ク の 防 塵 構  
造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
通 常 、 チ ャ ッ ク の 正 面 に は 、 工 作 物 （ ワ ー ク ） を 支 持 す る た め に 、 径 方 向 に ス ラ イ ド す る  
複 数 の ジ ョ ー が 放 射 状 に 配 置 さ れ て い る 。 ジ ョ ー は 、 チ ャ ッ ク の 本 体 に 設 け ら れ て 径 方 向  
に ス ラ イ ド す る マ ス タ ー ジ ョ ー と 、 マ ス タ ー ジ ョ ー に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て ワ ー ク を  
支 持 す る ト ッ プ ジ ョ ー と 、 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
マ ス タ ー ジ ョ ー が 径 方 向 外 側 に 位 置 し た と き に は 、 マ ス タ ー ジ ョ ー が 径 方 向 内 側 に ス ラ イ  



10

20

30

40

50

JP 7036736 B2 2022.3.15(3)

ド す る た め に 必 要 な ス ペ ー ス が 、 チ ャ ッ ク の 本 体 の 中 央 部 に 、 隙 間 と し て 発 生 す る 。 そ の  
隙 間 に 、 ワ ー ク を 加 工 す る こ と で 発 生 す る 切 粉 等 の 細 か い 異 物 （ 塵 埃 ） が 侵 入 す る と 、 ジ  
ョ ー の 動 作 不 良 を 招 く 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 特 許 文 献 １ の チ ャ ッ ク で は 、 こ れ ら の 隙 間 を 覆 う カ バ ー １ ６ が ボ デ ィ の 正 面 中 央  
部 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 カ バ ー １ ６ の 縁 部 は 、 ト ッ プ ジ ョ ー の 中 央 側 の 端 部 の 下 側 に 入  
り 込 ん で お り 、 ト ッ プ ジ ョ ー の 中 心 側 の 端 部 は 、 カ バ ー １ ６ の 上 面 に 沿 っ て ス ラ イ ド す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 許 第 ４ ９ １ ３ ０ ５ ５ 号 公 報 （ 国 際 公 開 番 号 ： Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ７ ／ ０ １ ８ １ ６ ６ ）
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
ワ ー ク の 加 工 時 、 特 に ワ ー ク 内 部 の 加 工 時 に は 、 切 粉 が チ ャ ッ ク の 正 面 に 飛 び 散 る た め 、  
そ れ ら が ト ッ プ ジ ョ ー の 周 囲 に 付 着 し て 堆 積 す る 。 通 常 、 チ ャ ッ ク は 、 ワ ー ク の 加 工 時 に  
所 定 方 向 に 回 転 す る た め 、 ト ッ プ ジ ョ ー の 周 囲 で も 、 特 に そ の 回 転 方 向 に 臨 む 側 に 、 切 粉  
が 堆 積 し や す い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ し て 、 特 許 文 献 １ の チ ャ ッ ク の よ う に 、 カ バ ー で 隙 間 を 覆 っ て い て も 、 ワ ー ク の 加 工 時  
に は 、 ワ ー ク を 支 持 し て い る ジ ョ ー の 中 央 側 に 強 い 力 が 作 用 す る の で 、 ト ッ プ ジ ョ ー の 中  
央 側 は 、 カ バ ー か ら 浮 き 上 が っ て 隙 間 が 形 成 さ れ や す い 。 隙 間 が 形 成 さ れ る と 、 そ の 隙 間  
か ら 切 粉 が チ ャ ッ ク の 内 部 に 侵 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し か も 、 ト ッ プ ジ ョ ー の 中 央 側 の 端 部 は カ バ ー 上 を ス ラ イ ド す る 。 そ の た め 、 隙 間 か ら 侵  
入 し た 切 粉 は 、 そ れ に 伴 っ て 擦 れ 動 く 。 そ う し て 、 マ ス タ ー ジ ョ ー の 動 作 領 域 に 入 り 込 む  
と 、 ジ ョ ー の 動 作 不 良 を 招 い て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 切 粉 等 の 塵 埃 の 侵 入 が 効 果 的 に 防 止 で き 、 長 期 に わ た っ て 安 定 し  
た 動 作 が 保 持 で き る チ ャ ッ ク を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 チ ャ ッ ク で あ っ て 、 径 方 向 に ス ラ イ ド し て ワ ー ク を 支 持 す る 複 数 の ジ ョ  
ー を 正 面 に 有 し 、 チ ャ ッ ク 本 体 と 、 セ ン タ ー カ バ ー と 、 ダ ス ト カ バ ー と を 備 え 、
前 記 チ ャ ッ ク 本 体 は 、 正 面 に お い て 複 数 の ス ラ イ ド 溝 を 備 え 、 前 記 ス ラ イ ド 溝 は 、 前 記 チ  
ャ ッ ク 本 体 の 中 央 部 か ら 径 方 向 外 側 に 延 び 、 こ れ に よ り 前 記 ジ ョ ー の 各 々 が ス ラ イ ド 可 能  
に 嵌 合 し 、 前 記 セ ン タ ー カ バ ー は 、 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 の 正 面 中 央 部 を 覆 う よ う に 、 当 該 チ  
ャ ッ ク 本 体 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 ダ ス ト カ バ ー は 、 前 記 ス ラ イ ド 溝 を 覆 う よ う に 前 記 ジ ョ  
ー の 各 々 の 中 央 側 の 端 部 に 取 り 付 け ら れ て 、 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 の 正 面 に 沿 っ て ス ラ イ ド す  
る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 ジ ョ ー の 各 々 が ワ ー ク を 支 持 す る 支 持 位 置 に お い て 、 前 記 ダ ス ト  
カ バ ー の 突 端 部 が 、 前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 周 縁 部 の 裏 側 に 入 り 込 む よ う に 構 成 さ れ る 、 チ  
ャ ッ ク が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の チ ャ ッ ク に よ れ ば 、 ワ ー ク を 加 工 す る と き に 切 粉 が 飛 び 散 っ て も 、 各 ス ラ イ ド 溝 の 中  
央 側 の 隙 間 は 、 ダ ス ト カ バ ー に よ っ て 覆 わ れ て い る の で 、 隙 間 へ の 切 粉 の 侵 入 は 防 止 さ れ  
る 。 そ し て 、 ダ ス ト カ バ ー の 突 端 部 が 、 セ ン タ ー カ バ ー の 周 縁 部 の 裏 側 に 入 り 込 ん で い る  
の で 、 切 粉 が ダ ス ト カ バ ー の 突 端 部 に 付 着 し た り 、 切 粉 が セ ン タ ー カ バ ー の 裏 側 に 入 り 込  
ん だ り す る の が 抑 制 で き る 。 ジ ョ ー の 中 央 側 の 端 部 が 持 ち 上 げ ら れ て 、 ダ ス ト カ バ ー の 突  
端 部 と チ ャ ッ ク 本 体 の 正 面 と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ て も 、 そ の 隙 間 に 切 粉 が 入 り 込 む の が  
抑 制 で き る 。 し た が っ て 、 長 期 に わ た っ て 安 定 し た 動 作 が 保 持 で き る よ う に な る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
以 下 、 本 発 明 の 種 々 の 実 施 形 態 を 例 示 す る 。 以 下 に 示 す 実 施 形 態 は 互 い に 組 み 合 わ せ 可 能  
で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
好 ま し く は 、 前 記 ジ ョ ー の 各 々 が ス ラ イ ド し て 変 位 す る 全 位 置 に お い て 、 ダ ス ト カ バ ー の  
突 端 部 が 、 前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 周 縁 部 の 裏 側 に 入 り 込 む よ う に 構 成 さ れ る 。
好 ま し く は 、 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 が 、 流 体 供 給 通 路 と 、 噴 出 通 路 と を 更 に 備 え 、 前 記 流 体 供  
給 通 路 は 、 前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 下 側 に 流 体 を 供 給 し 、 前 記 噴 出 通 路 は 、 前 記 流 体 供 給 通  
路 に 連 通 し て 前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 周 縁 部 の 裏 側 に 開 口 し 、 前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 周 縁 部  
の 裏 側 か ら 外 方 に 向 か っ て 流 体 を 噴 出 可 能 に 構 成 さ れ る 。
好 ま し く は 、 尖 っ た 傾 斜 部 と 、 逆 傾 斜 部 と を 更 に 備 え 、 前 記 傾 斜 部 は 、 前 記 ダ ス ト カ バ ー  
の 突 端 部 に お い て 、 突 端 に 向 か う に 従 っ て 表 面 が 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 に 近 づ く よ う に 設 け ら  
れ 、 前 記 逆 傾 斜 面 は 、 前 記 セ ン タ ー カ バ ー の 周 縁 部 の 裏 側 に お い て 、 周 縁 に 向 か う に 従 っ  
て 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 か ら 離 れ る よ う に 設 け ら れ 、 前 記 傾 斜 部 の 表 面 と 前 記 逆 傾 斜 面 と の 間  
の 隙 間 を 通 じ て 流 体 が 噴 出 可 能 に 構 成 さ れ る 。
好 ま し く は 、 前 記 噴 出 通 路 は 、 少 な く と も １ つ の 導 出 通 路 を 有 し 、 前 記 導 出 通 路 は 、 前 記  
チ ャ ッ ク 本 体 の 中 央 部 で 前 記 流 体 供 給 通 路 に 連 通 し て 前 記 ジ ョ ー に 向 か っ て 径 方 向 外 側 に  
延 び 、 前 記 チ ャ ッ ク を 正 面 か ら 見 た と き に 、 前 記 導 出 通 路 が 、 前 記 ジ ョ ー の 中 心 線 に 対 し  
、 前 記 チ ャ ッ ク の 回 転 方 向 の 前 方 に 所 定 の 角 度 傾 い て 延 び て い る 。
好 ま し く は 、 前 記 ダ ス ト カ バ ー の 突 端 部 が 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 の 正 面 に 押 し 付 け ら れ て い る 。
好 ま し く は 、 前 記 ダ ス ト カ バ ー が 、 張 出 部 を 有 し 、 前 記 張 出 部 は 、 前 記 ジ ョ ー の 中 央 側 の  
端 部 か ら 側 方 に 張 り 出 し 、 そ の 表 面 が 、 前 記 チ ャ ッ ク の 回 転 方 向 の 前 方 に 位 置 し 且 つ 傾 斜  
面 を 備 え 、 前 記 傾 斜 面 は 、 突 端 に 向 か う に 従 っ て 前 記 チ ャ ッ ク 本 体 に 近 づ く よ う に 構 成 さ  
れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の チ ャ ッ ク の 正 面 を 斜 め 前 方 か ら 見 た 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の チ ャ ッ ク を 正 面 か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る 矢 印 Ｘ － Ｘ 線 で の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ジ ョ ー の 位 置 が 異 な る 図 ３ に 相 当 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 ダ ス ト カ バ ー を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 ５ Ａ に お け る 矢 印 Ｙ － Ｙ 線 で の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 要 部 を 拡 大 し て 示 す 概 略 図 で あ る 。 切 粉 パ ー ジ 機 構 等 を 図 示 し て い る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に お け る 矢 印 Ｚ － Ｚ 線 で の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 変 形 例 の チ ャ ッ ク に お け る 図 ３ に 相 当 す る 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
＜ チ ャ ッ ク １ の 構 造 ＞
図 １ ～ 図 ３ に 、 本 実 施 形 態 の チ ャ ッ ク １ を 示 す 。 図 １ は 、 チ ャ ッ ク １ の 正 面 を 斜 め 前 方 か  
ら 見 た 概 略 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 チ ャ ッ ク １ を 正 面 か ら 見 た 概 略 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図  
２ に お け る 矢 印 Ｘ － Ｘ 線 で の 概 略 断 面 図 で あ る 。 チ ャ ッ ク １ は 、 工 作 機 械 １ ０ ０ に 取 り 付  
け ら れ て 、 ワ ー ク の 加 工 時 に は 、 回 転 軸 Ｊ を 中 心 に 所 定 の 方 向 、 本 実 施 形 態 で は 、 チ ャ ッ  
ク １ を 正 面 か ら 見 て 反 時 計 回 り に 回 転 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ 等 に 示 す よ う に 、 チ ャ ッ ク １ は 、 厚 み の 大 き な 円 盤 状 の 外 観 を 有 す る チ ャ ッ ク 本 体 １  
ａ を 備 え て お り 、 そ の 正 面 に 、 ワ ー ク を 支 持 す る 複 数 （ ２ つ 以 上 あ れ ば よ い が 、 本 実 施 形  
態 で は ３ つ ） の ジ ョ ー １ ０ が 放 射 状 に 等 間 隔 で 配 置 さ れ て い る 。 各 ジ ョ ー １ ０ は 、 チ ャ ッ  
ク １ を 正 面 か ら 見 た と き 、 そ の 径 方 向 に 延 び る 中 心 線 Ｔ が 、 チ ャ ッ ク 本 体 １ ａ の 中 心 を 通  
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る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
各 ジ ョ ー １ ０ は 、 チ ャ ッ ク 本 体 １ ａ に 径 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に 設 け ら れ た マ ス タ ー ジ ョ ー  
１ １ と 、 マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ に ボ ル ト １ ３ に よ っ て 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る ト ッ プ ジ ョ  
ー １ ２ と 、 で 構 成 さ れ て い る 。 ト ッ プ ジ ョ ー １ ２ は 、 用 途 に 応 じ て 様 々 な 形 状 が あ る が 、  
本 実 施 形 態 で は 、 直 方 体 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 長 手 方 向 が チ ャ ッ ク 本 体 １ ａ の 径 方  
向 と 一 致 す る よ う に 、 マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
各 ト ッ プ ジ ョ ー １ ２ の 中 央 側 の 端 面 に は 、 ワ ー ク を 支 持 す る 平 坦 な 支 持 面 １ ２ ａ が 形 成 さ  
れ て い る 。 各 ジ ョ ー １ ０ が 径 方 向 内 側 に ス ラ イ ド す る こ と で 、 チ ャ ッ ク 本 体 １ ａ の 正 面 の  
中 央 部 に 回 転 軸 Ｊ を 中 心 に し て 位 置 す る ワ ー ク に 各 支 持 面 １ ２ ａ が 接 触 し 、 ３ つ の ト ッ プ  
ジ ョ ー １ ２ に 挟 ま れ て ワ ー ク が 支 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。 各 ジ ョ ー １ ０ の 中 央 側 の 端  
部 に は 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る が 、 こ れ に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 チ ャ ッ ク 本 体 １ ａ は 、 マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ に 加 え 、 ボ デ ィ ２ ０ 、 プ ラ  
ン ジ ャ ー ３ ０ 、 連 結 体 ４ ０ 、 ア ダ プ タ ５ ０ 、 セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ な ど で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ボ デ ィ ２ ０ は 、 厚 み の 大 き な 円 盤 状 の 外 観 を 有 す る 金 属 部 材 か ら な り 、 複 数 の 取 付 ボ ル ト  
２ １ に よ っ て 工 作 機 械 １ ０ ０ に 固 定 さ れ て い る 。 ボ デ ィ ２ ０ の 背 面 中 央 に は 、 大 径 の 円 筒  
状 の 凹 部 ２ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 ボ デ ィ ２ ０ の 正 面 中 央 に は 、 凹 部 ２ ２ に 連 通 す る 円 筒 状  
の 円 形 開 口 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ボ デ ィ ２ ０ の 正 面 は 、 回 転 軸 Ｊ に 直 交 す る 平 坦 面 と な  
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
凹 部 ２ ２ の 正 面 側 の 中 央 部 に は 、 円 形 開 口 ２ ３ を 塞 ぐ よ う に 、 円 柱 状 の ア ダ プ タ ５ ０ が 、  
ボ ル ト ５ １ に よ っ て ボ デ ィ ２ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 チ ャ ッ ク 本 体 １ ａ の 正 面 の 中 央 部  
に は 、 円 形 開 口 ２ ３ を 覆 う よ う に 、 セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ が 、 ボ ル ト ６ １ に よ っ て ア ダ プ タ  
５ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ ら セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ 及 び ア ダ プ タ ５ ０ に つ い て は 別 途  
後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ し て 、 ボ デ ィ ２ ０ の 正 面 に は 、 そ の 中 央 部 に 位 置 す る 円 形 開 口 ２ ３ の 周 囲 か ら 径 方 向 外  
側 に 等 間 隔 で 放 射 状 に 延 び る ３ つ の ス ラ イ ド 溝 ２ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら ス ラ イ ド 溝  
２ ４ の 各 々 に 、 マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ が 嵌 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ は 、 ス ラ イ ド 溝 ２ ４ の 幅 と 略 同 一 の 幅 と 、 ス ラ イ ド 溝 ２ ４ も よ り も 短  
い 径 方 向 の 長 さ と 、 を 有 す る 略 直 方 体 形 状 の 部 材 か ら な り 、 径 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 な 状 態  
で ス ラ イ ド 溝 ２ ４ に 嵌 合 さ れ て い る 。 マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ の 中 央 側 の 端 部 の 下 側 に は 、 係  
合 部 １ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
プ ラ ン ジ ャ ー ３ ０ は 、 略 円 筒 状 の 部 材 で あ り 、 各 ス ラ イ ド 溝 ２ ４ に 対 応 し た ３ 箇 所 に 、 被  
係 合 部 ３ １ が 形 成 さ れ て い る 。 プ ラ ン ジ ャ ー ３ ０ は 、 こ れ ら 被 係 合 部 ３ １ に 、 各 マ ス タ ー  
ジ ョ ー １ １ の 係 合 部 １ １ ａ が 係 合 し た 状 態 で 、 凹 部 ２ ２ に 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
連 結 体 ４ ０ は 、 円 筒 状 の 部 材 か ら な り 、 ボ ル ト ４ １ で プ ラ ン ジ ャ ー ３ ０ と 一 体 に 固 定 さ れ  
て い る 。 プ ラ ン ジ ャ ー ３ ０ 及 び 連 結 体 ４ ０ は 、 回 転 軸 Ｊ に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 な 状 態 で 、  
凹 部 ２ ２ に 収 容 さ れ て い る 。 連 結 体 ４ ０ が 工 作 機 械 １ ０ ０ に 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 プ ラ  
ン ジ ャ ー ３ ０ 及 び 連 結 体 ４ ０ の ス ラ イ ド は 、 工 作 機 械 １ ０ ０ で 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
プ ラ ン ジ ャ ー ３ ０ 及 び 連 結 体 ４ ０ が ス ラ イ ド す る こ と に よ り 、 各 ジ ョ ー １ ０ は 、 径 方 向 に  
ス ラ イ ド し て 変 位 す る 。 す な わ ち 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 ジ ョ ー １ ０ が 、 径 方 向 内 側 に ス  
ラ イ ド し た 位 置 （ 図 ３ で は 、 最 も 径 方 向 内 側 に 変 位 し た 位 置 で あ る 最 内 位 置 を 表 し て い る  
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） と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 ジ ョ ー １ ０ が 、 径 方 向 外 側 に ス ラ イ ド し て ワ ー ク を 支 持 せ ず  
に 待 機 す る 位 置 （ 最 も 径 方 向 外 側 に 変 位 し た 最 外 位 置 ） と 、 の 間 で 変 位 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 各 ジ ョ ー １ ０ が ワ ー ク を 支 持 す る 位 置 は 、 ワ ー ク や ト ッ プ ジ ョ ー １ ２ の 形 状 、 そ の  
支 持 方 法 に よ っ て 異 な る 。 ま た 、 ワ ー ク は 、 そ の 加 工 内 容 に 応 じ て 、 各 ジ ョ ー １ ０ に よ っ  
て 外 側 か ら 支 持 さ れ る 場 合 、 内 側 か ら 支 持 さ れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
＜ 防 塵 構 造 ＞
各 ス ラ イ ド 溝 ２ ４ の 中 央 側 に は 、 ジ ョ ー １ ０ が 最 内 位 置 に 変 位 し た と き に 、 マ ス タ ー ジ ョ  
ー １ １ が 、 ボ デ ィ ２ ０ や ア ダ プ タ ５ ０ と 接 触 し な い よ う に 、 一 定 の 隙 間 ２ ４ ａ が 設 け ら れ  
て い る 。 そ し て 、 マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ が 径 方 向 外 側 に ス ラ イ ド し た と き に は 、 マ ス タ ー ジ  
ョ ー １ １ が 径 方 向 内 側 に ス ラ イ ド す る た め に 必 要 な ス ペ ー ス が ス ラ イ ド 溝 ２ ４ の 中 央 側 に  
発 生 す る た め 、 そ の ス ペ ー ス が 加 わ っ て 隙 間 ２ ４ ａ は 更 に 拡 大 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 隙 間 ２ ４ ａ に 、 ワ ー ク の 加 工 時 に 発 生 す る 切 粉 等 の 塵 埃 （ 以 下 、 切 粉 で 説 明 す る ） が  
侵 入 す る と 、 そ の 切 粉 が マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ の 動 作 領 域 に 入 り 込 み 、 マ ス タ ー ジ ョ ー １ １  
の 動 作 不 良 を 招 い て し ま う 。 そ こ で 、 こ の チ ャ ッ ク １ で は 、 そ の 隙 間 ２ ４ ａ へ の 切 粉 の 侵  
入 が 効 果 的 に 防 止 で き 、 長 期 に わ た っ て 安 定 し た 動 作 が 保 持 で き る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
第 １ の 工 夫 と し て 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ 及 び セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ が チ ャ ッ ク １ に 取 り 付 け ら  
れ て い る 。 具 体 的 に は 、 各 マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ の 中 央 側 の 端 部 に 、 ス ラ イ ド 溝 ２ ４ の 隙 間  
２ ４ ａ を 覆 う ダ ス ト カ バ ー ７ ０ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 チ ャ ッ ク 本 体 １ ａ の 正 面 中 央 に セ  
ン タ ー カ バ ー ６ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ に 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ を 示 す 。 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ は 、 バ ネ 鋼 材 を 用 い て  
形 成 さ れ た 長 方 形 板 状 の 部 材 か ら な る 。 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ は 、 固 定 部 ７ １ 、 傾 斜 部 ７ ２ 、  
張 出 部 ７ ３ な ど で 構 成 さ れ て い る 。 固 定 部 ７ １ は 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 、 マ ス タ ー ジ ョ ー  
１ １ に 固 定 さ れ る 部 分 で あ り 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 一 方 の 長 辺 の 中 央 部 位 に 設 け ら れ て い  
る 。 固 定 部 ７ １ に は 、 マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ に ネ ジ 止 め さ れ る ネ ジ を 挿 通 す る 一 対 の ネ ジ 穴  
７ １ ａ ， ７ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
傾 斜 部 ７ ２ は 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 他 方 の 長 辺 に 設 け ら れ て い る 。 傾 斜 部 ７ ２ は 、 マ ス タ  
ー ジ ョ ー １ １ に 取 り 付 け ら れ た と き 、 マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ の 突 端 部 、 つ ま り マ ス タ ー ジ ョ  
ー １ １ の 中 央 側 の 端 部 か ら 内 方 に 張 り 出 す 部 分 で あ る 。 傾 斜 部 ７ ２ の 表 面 は 、 突 端 に 向 か  
う に 従 っ て チ ャ ッ ク 本 体 １ ａ に 近 づ く 傾 斜 面 と な っ て お り 、 傾 斜 部 ７ ２ の 突 端 は 尖 っ て い  
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
張 出 部 ７ ３ は 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 両 短 辺 側 に 設 け ら れ て い る 。 張 出 部 ７ ３ は 、 マ ス タ ー  
ジ ョ ー １ １ に 取 り 付 け ら れ た と き 、 マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ の 中 央 側 の 端 部 か ら 側 方 に 張 り 出  
す 部 分 で あ る 。 張 出 部 ７ ３ の 表 面 に は 、 突 端 に 向 か う に 従 っ て チ ャ ッ ク 本 体 １ ａ に 近 づ く  
傾 斜 面 が 設 け ら れ て い て 、 張 出 部 ７ ３ の 突 端 は 尖 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 傾 斜 面 は 、 チ ャ ッ ク １ の 回 転 方 向 の 前 方 に 位 置 す る 張 出 部 ７ ３ の 表 面 に の み 形 成 し  
て あ っ て も よ い が 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 両 側 に 形 成 し て お け ば 、 チ ャ ッ ク １ が い ず れ の 回  
転 方 向 に 回 転 す る 場 合 に も 適 用 で き る た め 、 汎 用 性 に 優 れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 裏 面 は 、 ボ デ ィ ２ ０ の 正 面 に 沿 っ て 隙 間 無 く ス ラ イ ド す る よ う に 、 平  
坦 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 裏 面 に お け る ネ ジ 穴 ７ １ ａ を 挟 ん で 突  
端 部 と は 反 対 側 （ 基 端 部 ） に は 、 縁 部 に 沿 っ て 延 び る 細 長 い 微 小 凸 部 ７ ４ が 設 け ら れ て い  
る 。 従 っ て 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ を マ ス タ ー ジ ョ ー １ １ に 取 り 付 け た と き 、 微 小 凸 部 ７ ４ に  
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よ り 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 基 端 部 が 持 ち 上 が っ て 突 端 部 が 押 し 下 げ ら れ る た め 、 突 端 部 が  
チ ャ ッ ク 本 体 １ ａ の 正 面 に 押 し 付 け ら れ た 状 態 と な る 。 そ れ に よ り 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の  
突 端 部 は 、 常 時 、 ボ デ ィ ２ ０ の 正 面 に 隙 間 無 く 密 着 し 、 切 粉 が 入 り 込 む の が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
特 に 、 ジ ョ ー １ ０ が 支 持 し た ワ ー ク に 加 工 が 施 さ れ る と き に は 、 ジ ョ ー １ ０ の 中 央 側 の 端  
部 に 強 い 力 が 作 用 し て 持 ち 上 げ ら れ る 傾 向 が あ る が 、 そ の よ う な 場 合 で も 、 ダ ス ト カ バ ー  
７ ０ と ボ デ ィ ２ ０ の 正 面 と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ６ や 図 ７ に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ は 、 円 形 開 口 ２ ３ の 嵌 合 す る 円 柱  
状 の 嵌 合 部 ６ ２ と 、 嵌 合 部 ６ ２ の 一 端 か ら 外 方 に 大 き く 張 り 出 す 鍔 状 の カ バ ー 部 ６ ３ と を  
有 し て い る 。 カ バ ー 部 ６ ３ は 、 正 面 側 か ら 見 て 、 角 部 が 円 弧 状 に 形 成 さ れ た 略 三 角 形 状 を  
し て お り 、 各 辺 が 各 ジ ョ ー １ ０ と 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 カ バ ー 部 ６ ３ の 各 辺 は  
、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 幅 （ 長 辺 側 ） と 略 同 一 の 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ボ デ ィ ２ ０ の 正 面 と カ バ ー 部 ６ ３ の 裏 面 と は 、 微 小 な 隙 間 （ 後 述 す る 横 環 状 通 路 ９ ５ を 構  
成 ） を 隔 て て 対 向 し て い る 。 そ し て 、 カ バ ー 部 ６ ３ の 周 縁 部 の 裏 側 に は 、 周 縁 に 向 か う に  
従 っ て ボ デ ィ ２ ０ の 正 面 か ら 離 れ る 逆 傾 斜 面 ６ ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。 逆 傾 斜 面 ６ ３ ａ は  
、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 傾 斜 部 ７ ２ の 傾 斜 面 と 略 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 切 粉  
が 溜 ま り 易 い 隅 部 等 が 無 く な る の で 、 切 粉 が 付 着 し て も 堆 積 し 難 く で き る 。 流 体 が 噴 出 さ  
れ る 場 合 （ 後 述 ） に は 、 流 体 で 切 粉 を 残 さ ず に 排 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
そ う し て 、 各 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 突 端 部 は 、 セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ の 周 縁 部 の 裏 側 に 入 り 込  
ん だ 状 態 （ 正 面 か ら 見 て 、 セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ と ダ ス ト カ バ ー ７ ０ と が 上 下 に 重 な っ て い  
る 状 態 ） と な っ て い る 。 特 に こ の チ ャ ッ ク １ で は 、 ジ ョ ー １ ０ の 各 々 が ス ラ イ ド し て 変 位  
す る 全 位 置 （ 最 内 位 置 か ら 最 外 位 置 ま で ） に お い て 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 突 端 部 が 、 セ ン  
タ ー カ バ ー ６ ０ の 周 縁 部 の 裏 側 に 入 り 込 ん だ 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ワ ー ク を 加 工 す る と き に 発 生 す る 切 粉 は 、 チ ャ ッ ク １ の 正 面 の 中 央 部 の 上 方 で 発 生 し て 飛  
び 散 る 。 各 ス ラ イ ド 溝 ２ ４ の 中 央 側 の 隙 間 ２ ４ ａ と そ の 周 辺 は 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ で 覆 わ  
れ て い る の で 、 隙 間 ２ ４ ａ へ の 切 粉 の 侵 入 は 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
そ し て 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 突 端 部 が 、 セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ の 周 縁 部 の 裏 側 に 入 り 込 ん で  
い る の で 、 切 粉 が ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 突 端 部 に 付 着 し た り 、 切 粉 が セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ の  
裏 側 に 入 り 込 ん だ り す る の が 抑 制 で き る 。 ジ ョ ー １ ０ の 中 央 側 の 端 部 が 持 ち 上 げ ら れ て 、  
ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 突 端 部 と ボ デ ィ ２ ０ の 正 面 と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ て も 、 そ の 隙 間 に  
切 粉 が 入 り 込 む の が 抑 制 で き る 。 特 に 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 突 端 部 は 、 常 に 、 セ ン タ ー カ  
バ ー ６ ０ の 裏 側 に 入 り 込 ん で 、 上 下 に 重 な り 合 っ た 状 態 と な る た め 、 ワ ー ク を 加 工 す る と  
き だ け で な く 、 ワ ー ク を 加 工 し な い と き に も 切 粉 等 の 塵 埃 が 、 チ ャ ッ ク １ の 内 部 に 侵 入 す  
る の を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
更 に 第 ２ の 工 夫 と し て 、 各 ジ ョ ー １ ０ の 周 囲 に 付 着 す る 切 粉 が 吹 き 飛 ば せ る よ う に 、 セ ン  
タ ー カ バ ー ６ ０ の 周 縁 部 の 裏 側 か ら 外 方 に 向 か っ て ク ー ラ ン ト （ 流 体 の 一 例 ） が 噴 出 さ れ  
る よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 切 粉 等 の 塵 埃 が チ ャ ッ ク １ の 内 部 に 侵 入 す る の を 抑 制  
す る だ け で な く 、 積 極 的 に 、 切 粉 が 付 着 し て 蓄 積 し や す い 各 ジ ョ ー の 周 辺 や チ ャ ッ ク 本 体  
１ ａ の 正 面 か ら 切 粉 を 排 除 で き る の で 、 よ り い っ そ う チ ャ ッ ク １ の 内 部 に 塵 埃 が 侵 入 す る  
の を 抑 制 で き る 。 切 粉 等 の 塵 埃 が セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ の 裏 側 に 入 り 込 ん で も 、 噴 出 す る 流  
体 に よ っ て 排 出 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
具 体 的 に は 、 図 ３ 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 チ ャ ッ ク １ に は 、 ワ ー ク の 加 工 時 に 、 ワ ー  
ク に 向 け て ク ー ラ ン ト を 噴 射 で き る よ う に 噴 射 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 ア ダ プ  
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タ ５ ０ の 中 央 部 に は 、 セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ の 下 側 に ク ー ラ ン ト を 供 給 す る 主 通 路 ８ １ （ 流  
体 供 給 通 路 ） が 貫 通 し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 主 通 路 ８ １ に は 、 配 管 １ ０ １ が 接 続 さ れ て  
、 工 作 機 械 １ ０ ０ か ら 高 圧 の ク ー ラ ン ト が 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ の 表 面 中 央 に は 、 ３ つ の 噴 射 口 ８ ０ ａ を 有 す る ノ ズ ル ８ ０ が 設 け ら れ  
て い る 。 各 噴 射 口 ８ ０ ａ は 周 方 向 に 等 間 隔 で 配 置 さ れ て い る 。 嵌 合 部 ６ ２ の 中 央 部 に は 、  
主 通 路 ８ １ に 連 通 す る 副 通 路 ８ ２ （ 流 体 供 給 通 路 ） が 形 成 さ れ て お り 、 副 通 路 ８ ２ は 、 傾  
斜 し て 延 び る ３ つ の 噴 射 通 路 ８ ３ を 介 し て 噴 射 口 ８ ０ ａ に 連 通 し て い る 。 そ し て 、 主 通 路  
８ １ に 供 給 さ れ る 高 圧 の ク ー ラ ン ト は 、 副 通 路 ８ ２ 及 び 噴 射 通 路 ８ ３ を 通 じ て ３ つ の 噴 射  
口 ８ ０ ａ か ら ワ ー ク に 向 け て 拡 が る よ う に 噴 射 さ れ る 。 そ う す れ ば 、 切 粉 等 の 塵 埃 が セ ン  
タ ー カ バ ー ６ ０ の 裏 側 に 入 り 込 ん で も 、 塵 埃 が 滞 る 箇 所 が 無 く な る の で 、 噴 出 す る 流 体 に  
よ っ て 、 塵 埃 を 残 存 さ せ る こ と 無 く 円 滑 に 排 出 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
チ ャ ッ ク １ で は 、 こ の よ う な 噴 射 機 構 の ク ー ラ ン ト を 送 る 通 路 を 利 用 し て 、 切 粉 パ ー ジ 機  
構 を 構 成 し た 。 す な わ ち 、 チ ャ ッ ク 本 体 １ ａ に 、 副 通 路 ８ ２ に 連 通 し て セ ン タ ー カ バ ー ６  
０ の 周 縁 部 の 裏 側 に 開 口 す る 噴 出 通 路 ９ ０ を 形 成 し た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
具 体 的 に は 、 チ ャ ッ ク 本 体 １ ａ の 中 央 部 に 位 置 す る 副 通 路 ８ ２ か ら 分 岐 し 、 各 ジ ョ ー １ ０  
に 向 か っ て 径 方 向 外 側 に 延 び る ３ つ の 導 出 通 路 ９ １ が 、 嵌 合 部 ６ ２ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
そ し て 、 カ バ ー 部 ６ ３ に 連 な る 嵌 合 部 ６ ２ の 外 周 に は 、 円 形 開 口 ２ ３ よ り も 僅 か に 小 径 の  
段 差 部 ６ ２ ａ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 段 差 部 ６ ２ ａ と 円 形 開 口 ２ ３ を 構 成 し て い る ア ダ プ  
タ ５ ０ の 内 周 面 と の 間 の 隙 間 に よ っ て 、 こ れ ら 導 出 通 路 ９ １ に 連 通 す る 環 状 の 通 路 （ 縦 環  
状 通 路 ９ ２ ） が 形 成 さ れ て い る 。 セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ と ア ダ プ タ ５ ０ と の 間 、 嵌 合 部 ６ ２  
と ア ダ プ タ ５ ０ と の 間 に は 、 ク ー ラ ン ト の 漏 れ 出 し を 防 止 す る Ｏ リ ン グ ９ ３ ， ９ ４ が 装 着  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
縦 環 状 通 路 ９ ２ は 、 ボ デ ィ ２ ０ の 正 面 と カ バ ー 部 ６ ３ の 裏 面 と の 間 の 微 小 な 隙 間 （ 横 環 状  
通 路 ９ ５ ） に 連 通 し て お り 、 導 出 通 路 ９ １ 、 縦 環 状 通 路 ９ ２ 、 及 び 横 環 状 通 路 ９ ５ に よ り  
、 全 周 に わ た っ て ク ー ラ ン ト を 噴 出 す る 噴 出 通 路 ９ ０ が 構 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 ワ ー ク  
の 加 工 時 等 、 ク ー ラ ン ト が ノ ズ ル ８ ０ か ら 噴 射 さ れ る と き に は 、 同 時 に 、 セ ン タ ー カ バ ー  
６ ０ の 裏 側 か ら 径 方 向 外 方 に も ク ー ラ ン ト が 噴 出 さ れ る 。 そ の 結 果 、 各 ジ ョ ー １ ０ の 周 囲  
に 切 粉 が 付 着 し て も ク ー ラ ン ト で 吹 き 飛 ば さ れ る の で 、 各 ジ ョ ー １ ０ の 周 囲 か ら 切 粉 を 排  
除 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ の 裏 側 に 切 粉 が 入 り 込 ん で も 、 ク ー ラ ン ト で 排 除 で き る の で 、 チ ャ ッ  
ク １ の 内 部 に 切 粉 が 侵 入 す る こ と を 効 果 的 に 防 止 で き る 。 し か も 、 傾 斜 部 ７ ２ の 表 面 と 逆  
傾 斜 面 ６ ３ ａ と の 間 の 隙 間 を 通 じ て ク ー ラ ン ト が 噴 出 さ れ る の で 、 ク ー ラ ン ト が 円 滑 に 噴  
出 さ れ 、 侵 入 し た 切 粉 が あ っ て も 引 っ 掛 か る こ と な く 容 易 か つ 確 実 に 排 出 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
更 に 、 縦 環 状 通 路 ９ ２ 及 び 横 環 状 通 路 ９ ５ の 流 路 断 面 幅 ｗ １ ， ｗ ２ は 、 主 通 路 ８ １ や 副 通  
路 ８ ２ の 流 路 の 直 径 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て お り 、 ク ー ラ ン ト の 流 出 量 を 絞 り な が ら ク ー  
ラ ン ト が よ り 強 力 に 噴 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
そ し て 、 各 導 出 通 路 ９ １ は 、 チ ャ ッ ク １ を 正 面 か ら 見 た と き に 、 ジ ョ ー １ ０ の 中 心 線 Ｔ に  
対 し 、 チ ャ ッ ク １ の 回 転 方 向 の 前 方 に 、 所 定 の 角 度 θ 傾 い て 延 び る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
す な わ ち 、 ワ ー ク の 加 工 時 に 発 生 す る 切 粉 は 、 チ ャ ッ ク １ の 中 で も 、 特 に 、 各 ジ ョ ー １ ０  
の 中 央 側 の 端 部 の 、 回 転 方 向 の 前 側 の 部 分 に 付 着 し や す い 。 そ の た め 、 こ の チ ャ ッ ク １ で  
は 、 各 導 出 通 路 ９ １ か ら の ク ー ラ ン ト の 流 出 方 向 が 、 そ の 部 分 に 向 く よ う に 配 置 さ れ て い  



10

20

30

40

50

JP 7036736 B2 2022.3.15(9)

る 。 そ う す る こ と で 、 特 に 強 力 な 勢 い の ク ー ラ ン ト が そ の 部 分 に 吹 き 付 け ら れ る た め 、 よ  
り い っ そ う 各 ジ ョ ー １ ０ の 周 囲 か ら 切 粉 を 効 果 的 に 除 去 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
し か も 、 そ の 切 粉 が 付 着 し や す い 部 分 に は 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 傾 斜 し た 張 出 部 ７ ３ が 位  
置 し て い る た め 、 容 易 か つ 確 実 に 切 粉 を 排 除 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 変 形 例 ）
本 発 明 が 適 用 で き る チ ャ ッ ク は 、 前 述 し た 形 態 の チ ャ ッ ク １ に 限 ら な い 。 例 え ば 、 チ ャ ッ  
ク 本 体 １ ａ の 中 央 部 に 、 各 ス ラ イ ド 溝 ２ ４ に 直 結 し た 大 き な 円 筒 状 の 開 口 を 有 す る タ イ プ  
の チ ャ ッ ク に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
図 ８ に 、 そ の 一 例 を 示 す 。 基 本 的 な 構 成 は 、 実 施 形 態 の チ ャ ッ ク １ と 同 じ で あ る た め 、 同  
じ 部 材 に は 同 じ 符 号 を 用 い て そ の 説 明 は 省 略 す る 。 こ の チ ャ ッ ク １ ' で は 、 主 に 、 ア ダ プ タ  
５ ０ の 形 状 が 異 な っ て い て 、 ア ダ プ タ ５ ０ が 、 開 口 を 塞 ぐ よ う に 、 ボ デ ィ ２ ０ の 正 面 に ネ  
ジ Ｎ で 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ は 、 ボ デ ィ ２ ０ で は な く 、 ア ダ  
プ タ ５ ０ に 取 り 付 け ら れ 、 各 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 突 端 部 は 、 ボ デ ィ ２ ０ の 正 面 で は な く 、  
ア ダ プ タ ５ ０ の 正 面 に 沿 っ て ス ラ イ ド す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
こ の チ ャ ッ ク １ ' で も 、 前 述 し た チ ャ ッ ク １ と 同 じ 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き る の で 、 切 粉  
の 侵 入 が 効 果 的 に 防 止 で き 、 長 期 に わ た っ て 安 定 し た 動 作 が 保 持 で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
な お 、 本 発 明 に か か る チ ャ ッ ク は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 そ れ 以 外 の 種 々 の 構  
成 を も 包 含 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
例 え ば 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ 、 セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ 、 ア ダ プ タ ５ ０ 等 の 形 状 は 一 例 で あ り 、  
所 望 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 範 囲 で 、 仕 様 に 応 じ て 適 宜 変 更 で き る 。 傾 斜 部 ７ ２ の 傾 斜 面 と  
逆 傾 斜 面 ６ ３ ａ の 角 度 は 、 略 平 行 で 無 く て も よ い 。 切 粉 の 種 類 や そ の 飛 散 状 況 に 応 じ て 、  
傾 斜 部 ７ ２ の 傾 斜 面 と 逆 傾 斜 面 ６ ３ ａ と の 間 の 隙 間 は 、 外 周 側 に 向 か っ て 狭 め る よ う に し  
て も 良 い し 、 逆 に 拡 が る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
少 な く と も ワ ー ク を 支 持 す る 支 持 位 置 で 、 ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 突 端 部 が セ ン タ ー カ バ ー ６  
０ の 周 縁 部 の 裏 側 に 入 り 込 ん で い れ ば 足 り る の で 、 ワ ー ク が 支 持 さ れ な い 待 機 位 置 で は 、  
ダ ス ト カ バ ー ７ ０ の 突 端 は セ ン タ ー カ バ ー ６ ０ の 外 側 に 位 置 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
本 発 明 の 実 施 形 態 や そ の 変 形 例 を 説 明 し た が 、 こ れ ら は 、 例 と し て 提 示 し た も の で あ り 、  
発 明 の 範 囲 を 限 定 す る こ と は 意 図 し て い な い 。 こ れ ら 新 規 な 実 施 形 態 は 、 そ の 他 の 様 々 な  
形 態 で 実 施 さ れ る こ と が 可 能 で あ り 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 種 々 の 省 略 、 置 き  
換 え 、 変 更 を 行 う こ と が で き る 。 こ れ ら 実 施 形 態 や そ の 変 形 は 、 発 明 の 範 囲 や 要 旨 に 含 ま  
れ る と と も に 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 と そ の 均 等 の 範 囲 に 含 ま れ る も の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
１   チ ャ ッ ク
１ ａ   チ ャ ッ ク 本 体
１ ０   ジ ョ ー
１ １   マ ス タ ー ジ ョ ー
１ ２   ト ッ プ ジ ョ ー
２ ０   ボ デ ィ
２ ４   ス ラ イ ド 溝
２ ４ ａ   隙 間
３ ０   プ ラ ン ジ ャ ー
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４ ０   連 結 体
５ ０   ア ダ プ タ
６ ０   セ ン タ ー カ バ ー
７ ０   ダ ス ト カ バ ー
８ ０   ノ ズ ル
９ ０   噴 出 通 路
１ ０ ０   工 作 機 械
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

20

30

40

50

JP 7036736 B2 2022.3.15(11)

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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